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結
束
し
て
進
も
う
！
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山
形
南
高
東
京
同
窓
会

〈下

長

斎
藤
　
常
男

始
め
に
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
、
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る

と
共
に
、
ご
遺
族
並
び
に
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
北
は
歴
史
的
に
不
遇
と
不
条
理
の
中
で
、

黙
々
と
生
き
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
発
展

を
支
え
て
き
ま
し
た
。
東
北
人
は
、

「負

け
て
た
ま
る
か
」
と
い
う
東
北
力
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
力
で
立
派
に
復
興
し

ま
す
。

「負
け
な
い
ぞ
」
と
進
ん
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
は
凄
い
力
を
持
っ

て
い
る
の
で
す
。

１

東
京
同
窓
会
の
建
設
に
先
輩
の
カ

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
東
京
同
窓
会

は
、
規
定
の
整
備
、
財
源
の
確
保
、
運
営

と
活
動
方
式
、
総
会
や
会
報
発
行
の
仕
方

な
ど
、
様
々
な
点
で
想
像
力
と
知
恵
を
必

要
と
し
て
い
ま
し
た
。
社
会
経
験
の
豊
富

な
先
輩
の
方
々
に
役
員
に
就
任
し
て
い
た

だ
き
、
立
派
な
仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
渡
辺
、
森
谷
、
椿
、

土
屋
、
加
藤
、
吉
野
、
浅
黄
、
江
日
、
鈴

木

（敬
称
略
）
、
県
の
方
々
か
ら
、
大
き

な
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

２

東
京
同
窓
会
は

「心
の
故
郷
」

大
都
会
で
働
い
て
い
る
と
、
孤
独
感
が

強
く
な
っ
て
き
ま
す
。
加
齢
に
従
い
、
故

郷
や
父
母
、
友
人
や
母
校
を
想
い
出
す
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の

「心
の
故
郷
」
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
、
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
が
、
青
春
と
い
う
多
感
な
時
代
を
過
ご

し
た

「高
校
３
年
」
が
我
々
の

「心
の
故

郷
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
暗
い
時
代

に
あ
っ
て
、

「心
の
故
郷
」
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
幸
い
な
り
で
あ
り
ま
す
。
東
京

同
窓
会
は
、
皆
さ
ん
の

「心
の
故
郷
」
に

な
る
よ
う
建
設
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

３

山
形
力
で
東
京
同
窓
会
の
発
展
を
―

い
ま
大
震
災
に
よ
り
、
東
北
が
評
価
さ

第

八

号

平
成
２３
年
１１
月
５
日
発
行

発
行
人
　
千
代
田
区
平
河
町
２
１
６
１
３

山
形
県
東
京
事
務
所
内

山
南
東
京
同
窓
会
事
務
局

斎
　
一膝
　
常
　
男

編
集
人
代
表
　
小
　
松
　
）蚕
二
郎

れ
、
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
我
々
は
、

東
北
力
と
山
形
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
山

形
力
と
は
、
ね
ば
り
と
困
難
に
立
ち
向
か

う
黙
々
と
し
た
強
い
力
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

「負
け
て
た
ま
る
か
」

「負
け
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
敢
闘
精
神
が
底
流
に

あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

我
々
は
、
山
形
力
の
良
さ
を
自
覚
し
、

東
京
同
窓
会
の
活
動
を
進
め
て
い
け
ば
、

会
員
の
期
待
に
応
え
る

「会
」
に
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

結
束
し
て
進
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
！

“しヽ
“
Ｈ＝”
Ｈ

器
ご
協
力
に
感
謝

七
十
周
年
事
業
完
遂

鼈

輔
鞭
鞭
輔
鞭
慾
鱚

山
形
南
高
同
窓
会

〈言

長

佐
藤
　
充
彦

山
形
南
高
東
京
同
窓
会
の
皆
さ
ん
、
ご

壮
健
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。

会
長
就
任
以
来
１
年
６
ヵ
月
、
各
地
域
、

各
職
場
の
南
高
会
、
コ
バ
ル
ト
会
に
出
席

し
、
同
窓
会
に
対
す
る
意
見
を
聞
い
て
回

わ
り
ま
し
た
。
改
善
す
べ
き
は
改
善
し
、

若
い
会
員
た
ち
が
多
く
参
加
出
来
る
よ
う

な
同
窓
会
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

１
９
４
１
年
、
昭
和
１６
年
に
山
形
南
高

の
前
身
、
山
形
三
中
が
開
校
し
て
今
年
は

７。
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。
同
窓

生
の
皆
様
に
は
、
記
念
事
業
遂
行
の
た
め

に
募
金
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
各

学
年
単
位
で
納
入
し
て
頂
き
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

７。
周
年
記
念
事
業
の
中
心
は

グ
ラ
ン
ド
の
拡
張
整
備
で
し
た
が
、
弓
道

場
の
移
築
を
含
め
て
、
予
定
通
り
事
業
を

完
遂
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
事
業
に

ご
理
解
を
頂
き
、
協
力
い
た
だ
い
た
同
窓

会
員
諸
氏
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。東

日
本
を
襲
っ
た
大
震
災
で
は
、
在
校

生
た
ち
が
直
ち
に
避
難
所

へ
物
資
を
運
搬
。

直
接
被
災
地
に
入
っ
て
ガ
レ
キ
の
処
理
に

汗
を
流
し
、
同
窓
会
も
募
金
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。
こ
の
行
動
力
は
、
ま
さ
に
伝

統
の
「南
高
魂
」
だ
と
思
い
ま
す
。
と
く
に

福
島
で
起
き
た
原
発
事
故
は
、
原
爆
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
広
島
、
長
崎
に
次
い

で
６６
年
ぶ
り
の
放
射
性
物
質
の
放
出
で
あ

り
、
我
々
は
長
期
に
わ
た
る
支
援
を
続
け

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

南
高
７０
年
の
歴
史
を
遡
る
と
き
、
そ
の

原
点
に
は
戦
中
、
戦
後
の
混
乱
の
中
で
、

学
校
創
り
に
邁
進
す
る
先
輩
た
ち
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
培
わ
れ
た
固
い
結

束
が
団
結
心
の
強
い
同
窓
会
の
基
盤
と
な

っ
た
の
で
す
。
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東
京
同
窓
会
の
益
々
の
発
展
と
会
員
各

位
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

鑢
猥

襲
弟
舞
泌
蒔

一一　
　
デ
」

生
と
し
て
何
が
出
来
る
か
を
考
え
、
募
金

活
動
や
避
難
者
支
援
、
得
意
分
野
を
生
か

し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

。
合
気

道
部

。
新
聞
部
の
生
徒
達
は
石
巻
や
名
取

ま
で
出
か
け
て
復
興
支
援
に
当
り
ま
し
た
。

６
月
３
日
に
は
吉
村
県
知
事
を
訪
問
し
て

支
援
活
動
を
報
告
し
、
ね
ぎ
ら
い
と
激
励

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て

『知
行
合

一
』
を
実
現
さ
せ
た
い
。
そ
れ

が
、
文
質
彬
彬
と
し
た
社
会
の
リ
ー
ダ
ー

を
目
指
す
南
高
生
の
学
び
方
で
あ
り
、
ま

だ
ま
だ
続
く
復
興
支
援
を
良
き
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
と
し
て
こ
そ
、
犠
牲
者
の
無
念
に

報
い
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
理
解

賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

結
び
に
、
山
形
南
高
東
京
同
窓
会
の
多

く
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
と
共

に
、
本
会
の
益
々
の
ご
隆
盛
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

再
ス
タ
ー
ト

一
一

＝

＝
＝
＝
”
ゝ
´

菫
品
３
里
午

吉
野
　
祀

三

発
足
時
か
ら
東
京
の
同
期
会
の
名
称
は

「東
京
二
八
会

ｏ
ふ
た
ば
会
」
の
二
つ
の

会
の
共
催
と
い
う
形
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

戦
後
の
混
一
）
た
文
教
政
策
の
不
手
際
か

ら
こ
う
な

っ
た
も
の
で
、
曰
く
因
縁
は
省

略
す
る
と
し
て
、
山
形
の
同
期
会
も
高
齢

化
等
の
事
情
か
ら
、

「山
形
二
八
会
」
は

昨
年
を
も

っ
て
長
い
歴
史
を
閉
じ
て
し
ま

っ
た
。
毎
年
事
情
の
許
す
限
り
押
し
か
け

て
い
た
の
で
、
大
変
残
念
だ
。
関
東
地
区

で
も
、
同
期
生
の
集
ま
り
の
出
席
者
が
同

定
化
し
、
い
わ
ゆ
る

「常
連
」
が
定
ま

っ

て
き
た
の
で
、
こ
の
際
、

‐００
人
を
超
え
る

全
会
員
を
お
Ｌ
話
す
る
仕
事
は
そ
ろ
そ
ろ

勘
弁
し
て
も
ら
い
、
す
き
な
時
に
随
時
集

ま
ろ
う
、
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん

の
総
意
で
有
志
を
募
り
常
連
さ
ん
中
心
で

再
出
発
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
応
、
新
し
い
名
前
を

つ
け
て
気
分
転

換
を
図
ろ
う
と
、
故
郷
山
形
の
シ
ン
ボ
ル

は
千
歳
山
、
千
歳
山
と
い
え
ば

「あ
こ
や

姫
」
と
い
う
わ
け
で
、
会
員
の
半
数
が
女

性
で
あ
り
、

「あ
こ
や
会
」
案
に
異
論
を

差
し
は
さ
む
余
地
は
な
く
、
即
座
に
決
定
。

同
窓
会

の
皆
さ
ん
、
そ
ん
な
こ
と
で
、

「あ
こ
や
会
」
は
女
学
校
の
同
期
会
と
誤

解
し
な
い
で
、
今
後
と
も
ご
厚
誼
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
会
員
総

数
３２
名
、
内
幹
事
会
メ
ン
バ
ー

（
い
わ
ゆ

る
常
連
）
２‐
名
で
あ
り
ま
す
。

早
い
も
の
で
南
高
を
卒
業
し
て
５８
年
に

な
る
。
数
年
前
、
地
元
か
ら

「喜
寿
を
祝

う
会

一
を
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
相
談
を

持
ち
か
け
ら
れ
、
そ
れ
な
ら
い
っ
そ
、
入

学
時
は

一
緒
で
も
、
西
高
を
卒
業
と
い
う

こ
と
に
な

っ
た
女
子
に
も
呼
び
か
け
た
ら
、

と
囁
い
た
ら
、
大
き
な
輪
が
で
き
た
。

昨
年
５
月
２３
～
２４
日
、
会
場
は
葉
山
温

泉
の

「古
窯
」
、
参
加
者
約
８５
名
、
東
京

か
ら
も
・０
名
ほ
ど
。　
ｘ
に
盛
会
だ

っ
た
が
、

見
覚
え
の
な
い
女
子
多
数
あ
り
、

５８
年
間

の
断
絶
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
の
だ
。

東
京
勢
は
勝
手
に
？
全
員
登
壇
し
、
千

場
君
作
詞

「ふ
る
さ
と
山
形
」
を
即
席
で

ご
披
露
。
出
席
者
全
員
で
故
郷
に
乾
杯
と

歌
っ
た
が
…
こ
ん
な
こ
と
も
こ
れ
が
最
後

だ
な
。

翌
日
は
山
形
の
友
人
も
加
わ
り
、
二
位

関
君
推
薦
の

「タ
ガ
マ
ヤ
村
」
―
昭
和
レ

ト
ロ
な
古
民
家
と
蔵
―
を
丸
ご
と
貸
し
切

り

一
泊
し
た
。
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
半
助

さ
ん
は
南

・
高
の
後
輩
と
わ
か
っ
て
意
気
投

合
。
女
性
の
先
輩
が
い
た
の
に
驚
き
酒
宴

に
飛
び
入
り
、

「空
を
コ
バ
ル
ト
」
が
村

山
の
田
圃
に
響
き
渡
る
。

孫
で
も
連
れ
て
帰
省
の
折
は
、
半
助
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
携
帯
ｏ
ｏ
？
０
さ
∞
下
Ｈ
い
Ｏ
⑬

へ
ど
う
ぞ
。

昨
年
九
月
に
は
、
東
京
二
八
会
の
創
立

者
の

一
人
中
井
川
君
が
、

１０
月
に
は
、
山

形
二
八
会
の
会
長
や
同
窓
会
の
副
会
長
を

や
っ
た
前
田
君
が
逝
っ
た
。
喜
寿
の
会
で
、

前
田
君
が
小
生
の
傍
か
ら
離
れ
ず
、
会
の

進
行
を
見
守
っ
て
い
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ

な
い
。
東
京
の
同
期
会
に
も
来
て
く
れ
、

飲
み
明
か
し
た
の
も
同
期
生
皆
の
胸
の
中

に
生
き
て
い
る
。

今
年
に
入
っ
て
、
東
京
同
窓
会
の
学
年

幹
事
の
常
連
で
紅

一
点
の
藤
井
千
代
子
さ

ん
が
急
逝
し
た
。
南
高

・
成
膜
大
学
時
代

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
全
日
本
に
出
場
し
、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
幼
児
教
育
の
功

労
者
と
し
て
、
ま
た
同
期
会
の
宴
会
部
長

と
し
て
大
い
に
座
を
盛
り
た
て
て
く
れ
、

皆
か
ら

”
千
代
ち
ゃ
ん
“
と
慕
わ
れ
た
。

元
気
者
だ
か
ら

「あ
こ
や
会
」
の
発
会
式

に
は
必
ず
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
と
全
員
が

菫鑢剰蜃

拶

中一

能

魏
饉
鰤
錦

鑢
瑯

山
形
県
立
山
形
南
高
等
学
校

校

長

布

川
　
　

一九

東
京
同
窓
会
の
諸
先
輩
方
に
は
、
日
頃

よ
り
多
く
の
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
昨
年
は
、
東
京
同

窓
会
よ
リ
テ
ン
ト
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、

ま
た
東
京
同
窓
会
長
の
斎
藤
常
男
様
か
ら

は
大
型
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
ご
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

さ
て
、
６
月
２２
日
、
本
校
生
徒
会
は
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
が
高
く
評
価

さ
れ
山
形
市
青
少
年
市
民
会
議
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
３
月
１．
日
の

大
震
災
直
後
か
ら

「今
、
社
会
の
た
め
に

私
達
が
出
来
る
事
を
成
し
遂
げ
よ
う
」
を

合
言
葉
に
、
全
校
挙
げ
て
支
援
活
動
に
当

っ
て
お
り
ま
す
。
た
ま
た
ま
災
害
に
遭
遇

し
な
か
っ
た
私
達
が
、
あ
ま
り
に
も
突
然

の
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た
方
々
を
支
援
し
な

い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
生
徒
達
は
、
高
校
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待
望
し
て
い
た
が
、
も
う
し
ば
ら
く
時
間

が
欲
し
か
っ
た
。

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
に
紹
介
し
て
も
ら
お

う
と
は
、
だ
れ
も
思
わ
な
い
が
、
同
期
生

は
実
に
多
士
済
々
で
あ
る
。
是
非
私
が
文

春
の
編
集
長
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
い
ず

れ
ご
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
今

回
は
昨
年
の
総
会
の
折
の
写
真
を
見
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
。
以
上
。

念
の
年
を
ｒ
）
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

わ
が
六
回
生
は
、
平
成
９
年
５
月
、
還
暦

を
記
念
し
て
南
高
健
児
の
象
徴

「大
応
援

団
旗
」
を
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
１３
年
を
経
過
、
鮮
や
か
な
コ

バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
色
も
変
わ
り
、
は
た
め

く
生
地
も
剥
げ
落
ち
、
在
校
生
の
汗
の
結

晶
と
相
ま
み
え
る
壮
烈
な
旗
に
変
わ
っ
て

お
り
ま
し
た
。

「六
回
生
の
手
で
、
も
う

一
度
大
応
援

旗
を
贈
呈
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
」
と
の

話
が
持
ち
上
が
り
、
六
回
生
の
佐
藤
光
彦

氏
が
同
窓
会
長
に
就
任
し
た
こ
と
も
あ
り
、

全
面
的
に
協
力
支
援
し
よ
う
と
、
昨
年
の

４
月
、
六
日
会

・
六
南
会
の
役
員
会
で
承

認
を
得
、
さ
ら
に
５
月
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総

会
で
承
認
を
得
、
「創
立
七
十
周
年
記
念
事

業
及
び
大
応
援
団
旗
贈
呈
実
行
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

昨
年
１１
月
に

２‐０
数
名
に

「趣
意
書
」
を

発
送
。
絶
大
な
ご
協
力
を
頂
き
、
賛
同
者

‐４
名
近
く
、

‐１０
万
円
を
超
え
る
募
金
を
集

め
、
日
標
額
を
達
成
、
あ
ら
た
め
て
六
回

生
の

「絆
」
の
強
さ
を
示
す
事
が
出
来
ま

し
た
。

大
応
援
団
旗
と
事
業
推
進
事
務
費
な
ど

清
算
を
終
え
、　
一
時
京
都
で
製
作

・
納
品

さ
れ
た
大
応
援
団
旗
は
、
南
高
校
長
室
に

保
管
を
依
頼
し
、

１０
月
２４
日
の
創
立
記
念

日
に

「旗
開
き
」
。お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２３
年
度

「六
南
会
」
総
会

・
懇
親

会
は
、
山
形

「六
日
会
」
か
ら
五
十
嵐
会

長

・
山
田
幹
事
の
ご
出
席
を
頂
き
、
総
勢

２７
名

「銀
座
ア
ス
タ
ー
本
店
」
に
集
合
し
、

七
十
周
年
記
念
事
業

・
大
応
援
団
旗
経
過

報
告
と
協
力
支
援
に
感
謝
を
表
明
。
昨
年

発
刊
し
た

「六
日
会

・
六
南
会
会
報
」
は
、

全
国
各
地
の
六
回
ｒ
）
ら
の
近
況
報
告
や

趣
味
の
披
露

。
お
祝
い

。
不
幸
な
ど
の
情

報
ツ
ー
ル
と
し
て
、
大
い
に
役
立
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

最
後
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

「六
日
会

・

六
南
会
合
同
芋
煮
会
」
を
１０
月
に
実
施
し

ま
し
た
。

置に

創
立
七
十
周
年
紀
念
事
業

大
応
援
団
旗
贈
呈

南
高
６
回
卒
・六
南
会
事
務
局

江
口
　
光
夫

本
年
、
山
形
南
高
は
創
立
七
十
周
年
記

活 卯
年
の
軍
ミ
ヽ
の
会
」

動
報
告

一
一

＝
“
＝
＝
”
ゝ
い

菫
局
８
回
卒

牧
野
　
靖
信

「卯
年
生
ま
れ
は
、
世
辞
と
愛
嬌
が
あ
る

故
に
、
人
気
も
有
り
て
福
徳
あ
り
。
」
と

言
わ
れ
続
け
て
７２
年
、
未
だ
達
成
感
に
乏

し
く
、
福
徳
を
求
め
続
け
て
い
る
ミ
ミ
の

会
で
あ
り
ま
す
。

卯

（ミ
ミ
）
の
年
に
、
卯
年
生
ま
れ
が

ミ
ミ

のヽ
会

（３３
年
卒
）
の
３３

↑
ミ
こ

回

目
の
例
会
を
計
画
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の

位
ミ
ミ

（卯

・
３３
）
が
重
な
れ
ば
、
何
事

や
あ
ら
ん
と
期
待
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
例
会
は
、
二
月
の
第
２
日
曜
日
、

伊
東
温
泉
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
岡
部
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
に
も
増
し
て
出
席

者
は
少
な
く
、

１３
名
で
あ
り
ま
し
た
。
歳
故

か
勢
い
無
く
、
定
番
で
あ
っ
た
前
夜
祭
は

随
分
前
に
行
わ
れ
な
く
な
り
、
二
次
会
も

今
回
は
井
戸
端
会
議
並
に
、
稲
穂
が
垂
れ

る
が
如
く
品
行
方
正
な
夜
で
あ
り
ま
し
た
。

翌
日
は
、
伊
東
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
に
向
か

い
、
遊
覧
船
に
乗
り
、
湾
内
の
海
底
を
の

ぞ
き
、
短
時
間
な
が
ら
も
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

を
味
わ
い
ま
し
た
。

３３
年
前
の
昭
和
５４
年
２
月
、
箱
根
湯
本

の
和
泉
旅
館
に
於
い
て
、
東
海
林
宏
を
発

起
人
と
し
て
誕
生
し
て
以
来
、
現
会
長
は

三
代
目
で
山
田
勲
が
務
め
る
。
山
田
会
長

は
、
年
に
３
回
く
ら
い
の
頻
度
で
、　
”
み

み
よ
り
情
報
“
を
会
員
に
配
信
す
る
。
母

校
部
活
の
応
援
、
南
八
会
の
催
し
、
あ
る

い
は
旅
行
、
散
策
ま
た
納
涼
会
、
忘
年
会

等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

今
年
二
つ
目
の
行
事
は
、　
”
お
台
場
散

策

・
日
本
科
学
未
来
館
見
学
と
銀
座
納
涼

会

“
で
し
た
。
日
照
り
の
続
く
、
７
月
１６

日
昼
過
ぎ
、
節
電
か
経
費
節
減
か
、
少
々

混
み
合
っ
て
、
蒸
し
暑
い
ゆ
り
か
も
め
に

乗
り
、
お
台
場

へ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
旅
行

よ
ろ
し
く
、
自
由
の
女
神
前
で
記
念
写
真
。

涼
を
求
め
て
ア
ク
ア
シ
テ
ィ
を
経
て
、
未

来
館
に
入
る
。
Ｈ
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ

ン
、
し
ん
か
い
６
５
０
０
等
の
展
示
物
を

見
、
脳
の
大
き
さ
の
お
勉
強
を
済
ま
せ
、
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う
お
や

一
丁
に
向
か
う
。

狭
い
テ
ー
ブ
ル
に
沢
山
の
肴
、
ビ
ー
ル
、

焼
酎
、
日
本
酒
が
並
ぶ
。
瞬
く
間
に
、
皆

は
酔
い
に
酔
う
。

２
時
間
後
山
形
プ
ラ
ザ
に
向
か
う
。
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
も
ら
う
事
が
、
こ
の

日
の
コ
ー
ス
の
、
会
長
が
仕
組
ん
だ
取
っ

て
置
き
の
心
付
け
で
あ
っ
た
。

人
生
の
積
み
重
ね
を

語
り
合
う
　
　
　
　
一一

繭
醸
幅
輔
輔
ゝ
卵

菫

局
・２
里

午

原

田
　

嘉

行

山
形
南
高
東
京
同
窓
会
１２
回
同
期
会
の

会
員
は
約
６。
名
で
あ
る
。
同
期
の
集
ま
り

は
学
年
幹
事
の
毛
利
、
市
村
両
君
の
呼
び

か
け
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
打
ち
合

わ
せ
を
回
実
と
し
た
飲
み
会
か
ら
始
ま
っ

た
。
東
京
同
窓
会
の
活
動
報
告
や
協
力
依

頼
に
対
す
る
役
割
分
担
な
ど
ま
じ
め
な
話

も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
息
の
確
認
が

主
と
な
っ
て
い
て
、
時
に
は
山
形
の
本
部

で
定
期
的
に
会
合
を
開
催
し
て
い
る
小
松

真

一
代
表
幹
事
も
駆
け
つ
け
、
山
形
の
話

題
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
こ
の
様
な
と
き

は
、
故
郷

へ
の
思
い
も
募
る
も
の
で
あ
る
。

私
は
、
す
べ
て
の
会
合
に
参
加
し
て
い
る

訳
で
は
な
い
が
、
こ
の
歳
に
な
っ
て
よ
う

や
く
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
秘
話
や
悪
ガ

キ
時
代
の
思
い
出
、
故
郷
を
離
れ
た
経
緯

や
苦
労
話
、
失
敗
談
や
自
慢
話
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
積
み
重
ね
て
き
た
人
生
を
懐
か

し
い
方
言
を
交
え
な
が
ら
聞
き
語
り
あ
っ

て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
　
．

去
る
７
月
１６
日
の
新
橋
で
の
集
ま
り
で
、

東
京
同
期
会
を
９
月
１。
日
、
九
段
会
館
で

開
催
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
皆
は

「気
が

置
け
な
い
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
高
校
３

年
間
の
記
憶
が
蘇
っ
た
」

「空
白
が
埋
ま

っ
た
」
と
の
感
想
が
続
出
し
、
盛
り
上
が

り
の
ま
ま
カ
ラ
オ
ケ
ニ
次
会

へ
と
繰
り
出

し
た
。
お
開
き
は
元
応
援
団
長
の
尾
形
充

洸
君
の
歳
を
感
じ
さ
せ
な
い
元
気
な
リ
ー

ド
で
校
歌

「
ひ
ん
が
し
に
碧
き
蔵
王
嶺

～
」
応
援
歌

「空
は
コ
バ
ル
ト
～
」
を
全

員
で
高
唱
、
次
回
の
集
ま
り
を
楽
し
み
に

散
会
し
た
。

【
こ
の
記
事
は
、
昨
年
の
会
報
第
７
号
に

掲
載
す
る
は
ず
で
し
た
が
、
編
集
の
過
程

で
記
事
と
写
真
が
消
え
て
し
ま
い
、
今
回

改
め
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、

心
よ
り
お
「

）
申
し
上
げ
ま
す
。
記
事
中

の
期
日
等
は
、
昨
年
の
も
の
と
ご
承
知
＜

だ
さ
い
。
】

軍
國
少
年
の
海
洋
訓
練

―

メ
タ
ボ
は

い
な

い
―

三
中
５
里
午

加
藤
　
忠
利

「米
國
打
つ
べ
し
」

「撃
ち
て
し
止
ま

ん
」

「ほ
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」

な
ど
の
標
語
の
も
と
、
大
東
亜
戦
争
の
緊

迫
し
た
中
、
昭
和
１９
年

（１
９
４
４
）
１

年
生
の
夏
に
鼠
ヶ
関
海
岸
に
、
米
持
参
で

１
週
間
、
泳
ぎ
を
習
い
に
行
っ
た
時
の
１

年
１
組
の
写
真
で
す
。

湿
気
が
多
く
、
寝
苦
し
く
、
し
か
も
腹

ペ
コ
だ

っ
た
が
、
員
剣
に
泳
ぎ
に
打
ち
込

ん
だ
。
最
終
日
に
は
、
伝
馬
船
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
遠
泳
を
し
た
。
小
生
は
、
小
学

５
年
生
の
時
に
、
既
に
１
５
０
０
米
を
泳

い
で
い
た
の
で
、
柴
し
く
泳
ぐ
こ
と
が
出

来
た
。

修
学
旅
行
の
な
い
時
代
に
、
せ
め
て
海

洋
訓
練
と
称
し
て
海
に
入
れ
て
く
れ
た
の

で
あ
ら
う
か
。

で
も
殆
ど
の
生
徒
が
、
い
づ
れ
お
國
の

た
め
に
命
を
捧
げ
る
つ
も
り
で
い
た
。

今
も
心
の
ど
こ
か
で
、

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
ｃ

Ｊ

・`■
=～“

,

仲
間
こ
そ

最
大

の
財
産

！

南
高
１０
里
午

尾

形
　
昌

広

初
め
に
３
月
Ｈ
日
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
悔

や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
自
分
で
は
ま
だ
ま
だ
若
い
つ
も

り
で
い
ま
し
た
が
、
今
年
７。
歳

（古
希
）

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
７。
年
間
を

振
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
青
春
時
代
の
中

学

。
高
校

。
大
学
の
学
生
生
活
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル

一
筋
の
毎
日
で
し
た
。
幸
い
に
そ
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の
節
目
ふ
し

め
で
本
当
に

仲
間
に
恵
ま

れ
、
中
学

一

年
、
二
年
に

県
大
会
優
勝

（山
形
六
中
）
。

高
校
時
代
は
、

全
国
大
会
第

二
位
、
第
八

位
。
大
学
四

年
生
時
に
は
、

大
学
試
合
全
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
、
他
に

学
生
初
の
天
皇
杯
優
勝
と
、　
一
生
の
思
い

出
に
残
る
幸
せ
な
バ
レ
ー
生
活
、
青
春
時

代
で
し
た
。

こ
れ
も
す
べ
て
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
と

出
会
っ
た
結
果
で
、　
一
生
の
財
産
で
あ
り
、

心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
の
時
代
の
南
高
バ
レ
ー
は
、
諸
先
輩

に
鍛
え
ら
れ
た
精
神
面
は
勿
論
の
こ
と
、

技
術
面
で
も
、
六
大
学
及
び
実
業
団
チ
ー

ム
に
充
分
通
用
し
、
山
南
バ
レ
ー
部
出
身

を
心
よ
り
誇
と
し
た
の
で
し
た
。

社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
は
、
昭
和

３９
年
の

「東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
年
で
、

日
本
国
中
が
湧
い
て
い
ま
し
た
。
高
度
成

長
の
出
発
点
で
、
現
在
の
真
暗
な
社
会
情

勢
と
異
な
り
、
明
日
へ
の
希
望
と
夢
が
あ

り
ま
し
た
。
職
場
で
も
、
同
期
及
び
仲
間

に
恵
ま
れ
、
今
で
は
良
き
思
い
出
ば
か
り
。

定
年
後
も
、
毎
年
２
～
３
回
、
夫
婦
５
組

で
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

会
社
を
リ
タ
イ
ヤ
し
て
か
ら
の
１０
年
間

は
、
現
役
時
代
出
来
な
か
っ
た

「家
庭
菜

園
」
「山
登
り
」
「俳
句
」
に
挑
戦
。
ま
た
、

地
元
の
小
学
校
の

「安
全
管
理
委
員
」
と

し
て
、
週
ｆ
）
、
１
日
４
時
間
、
児
童
の

登
下
校
の
立
ち
合
い
と
、
校
舎
内
の
点
検

巡
回
を
し
て
い
ま
す
。

私
の
健
康
志
向
シ
エ
ア
ラ
イ
フ
の
中
核

は
、
家
庭
菜
園
で
す
。
地
元
の
お
百
姓
さ

ん
よ
り
３
か
所
借
地
し
、
面
積
約
９０
坪
を

フ
ル
活
用
し
、
趣
味
と
し
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
１
か
所
で
は
、
山
南

６
回
卒
、
バ
レ
ー
部
先
輩
の
佐
藤
忠
雄
さ

ん
と

一
緒
に
、
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
年
間
を
通
し
５。
種
類
位
の
野
菜

を
作
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
時
ま
で
に
は
、

い
ろ
い
ろ
と
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
取
り

た
て
の
野
菜
を
家
族
で
食
す
る
喜
び
、
更

に
菜
園
を
通
じ
て
の
畑
仲
間
と
の
情
報

。

物
々
交
換
、
収
穫
祭
で
の
飲
み
会
等
、
ま

た
近
隣
の
皆
さ
ん
に
野
菜
を
提
供
す
る
事

で
、
お
世
辞
で
も

「無
農
薬
で
新
鮮
、
本

当
に
お
い
し
か
っ
た
よ
」
と
喜
ん
で
も
ら

え
る
事
が
、
生
産
者
と
し
て
大
き
な
喜
び

と
励
み
で
す
。
地
域
の
人
々
と
の
交
流
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
く
役
立
っ

て
い
る
と
自
己
満
足
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
余
生
も
、

「故
郷

の
仲

間
」
ズ
本
社
の
仲
間
」
「地
域
の
仲
間
」
と

の
交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
健
康
で
楽

し
い
日
々
を
送
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

で
銀猥鶉眠
　
　
　
　
　
し

〓
ふ
る
さ
と
の
シ
ン
ボ
ル
闇

開
鶉
鞭
銀
購
駄
踏

南
高
１２
回
卒
　
市

村

　

好

廣

ふ
る
さ
と
山
形
か
ら
上
京
し
そ
の
ま
ま

就
職
、
満
員
の
通
勤
電
車
に
揺
ら
れ
続
け

リ
タ
イ
ヤ
と
な
っ
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の

５０
年
で
し
た
が
、
住
所
も
あ
ち
こ
ち
数
回

転
居
し
、
今
は
縁
あ
っ
て
市
川
市
国
府
台

に
住
み
、
娘
夫
婦
と
同
居
し
て
通
算
１７
年

に
な
り
ま
す
。

こ
の
年
齢
に
な
る
と
、
ふ
る
さ
と
と
は
、

単
に
住
ん
だ
り
働
い
た
り
の
時
間
が
長
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
し
み
じ
み
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
家
や
、

近
く
の
お
寺
や
神
社
、
街
並
み
と
広
場
の

風
景
、
さ
ら
に
山
や
川
の
自
然
の
中
に
、

利
害
関
係
な
く
思
い
起
こ
し
、
感
慨
に
ふ

け
る
こ
と
が
で
き
る
所
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
感
性
豊
か
な
成
長

期
の
印
象
が
、　
一
生
を
左
右
す
る
か
も
し

れ
な
い
。

さ
て
、
私
は
自
宅
に
孫
た
ち
と
同
居
し

て
い
る
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
こ
の
騒

然
と
し
た
雑
踏
が
ふ
る
さ
と
な
の
か
と
思

う
と
、
私
の
選
ん
だ
道
と
は
言
え
、
い
さ

さ
か
複
雑
な
心
境
に
な
る
。
そ
こ
で
、
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
の
ふ
る
さ
と
探
し
と
、
健

康
維
持
の
た
め
、
散
歩
方
々
、
あ
ち
こ
ち

探
索
す
る
日
々
と
な
っ
て
い
る
。　
　
・

と
こ
ろ
で
、
自
宅
近
く
に
安
藤
広
重
の

名
所
江
戸
百
景
の
ひ
と
つ
と
し
て
描
か
れ

た

「鴻
の
台
利
根
川
風
景
」
は
、
戦
国
時

代
の
南
総
里
見
氏
と
小
田
原
北
条
氏
の
古

戦
場
、
国
府
台
城
跡
で
、
里
見
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
高
台
か
ら
、
江
戸
川
越
し
に
建
設

中
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
眺
め
ら
れ
る
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
場
所
で
は
あ
る

が
、
最
近
は
カ
メ
ラ
片
手
の
人
々
の
た
ま

り
場
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
タ
ワ
ー
開
業
後

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
り
す
れ
ば
、
さ
ら

に
風
光
明
媚
な
風
景
と
な
り
、
花
見
時
以

外
は
人
影
乏
し
い
里
見
公
園
も
、
少
し
は

脚
光
を
浴
び
る
か
も
し
れ
な
い
。

地
元
か
ら
東
京
下
町
を
眺
望
し
て
い
る

と
、
今
こ
の
地
が
第
２
の
故
郷
な
の
か
な

―
な
ど
と
思
っ
て
く
る
。
石
川
啄
木
は
岩

手
山
を
見
て

「ふ
る
さ
と
の
山
に
向
ひ
て

言
う
こ
と
な
し
ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り
が

た
き
か
な
」
と
詠
ん
だ
が
、
人
工
的
と
は

言
え
、
こ
れ
が
孫
た
ち
に
と
っ
て
の

一
つ

の
故
郷
の
光
景
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
思

う
こ
の
頃
で
あ
る
。
山
形
南
高
の
千
歳
山

の
よ
う
に
。

山南2年富山国体第3位 (本人2列目右から2人目)
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Ｚ
９
硬
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ヽ
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爆
破
事
件
（２
Ｙ

ロロ

′ヽ ==

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

菫

品
・５
回
卒

滝

口
　

成

一

真
っ
青
な
雲
ひ
と
つ
無
い
空
の
下
、
ハ

ド
ソ
ン
湾
対
岸
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

か
ら
遠
く
に
見
た

「自
由
の
女
神
」
像
は

今
で
も
鮮
明
に
懐
か
し
く
思
い
出
す
こ
と

が
出
来
る
。

前
号
で
は

「９

ｏ
・．
テ
ロ
」
（２
０
０
１

年
）
で
ビ
ル
が
崩
壊
し
跡
形
も
無
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
当
テ
ロ
か
ら
遡
る
こ
と

８
年
前
の
９３
年
２
月
に
発
生
し
た

「世
界

貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

（Ｗ
Ｔ
Ｃ
）
爆
破
」

事
件
に
遭
遇
、
難
を
逃
れ
命
か
ら
が
ら
地

上
に
辿
り
着
い
た
と
こ
ろ
ま
で
を
述
べ
た
。

今
回
は
そ
の
後
を
記
す
が
、
手
元
に
当

時
の
事
件
を
報
じ
た
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
と

あ
の
時
を
思
い
出
す
に
足
る
十
分
な

「ス

ス
」
に
汚
れ
た
ハ
ン
ケ
チ
を
手
元
に
置
き
、

・８
年
前
の
悪
夢
を
振
り
返
ろ
う
と
思
う
。

私
は
大
混
乱
の
中
、
運
良
く
Ｗ
Ｔ
Ｃ

・

４８
階
か
ら
地
上

へ
降
り
た
後
、
近
く
の
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー

ヘ
と
向
か
っ

た
。
既
に
集
合
し
て
お
り
、
緊
迫
の
中
、

安
否
の
確
認
、
明
日
か
ら
の
対
応
、
情
報

収
集
な
ど
の
会
話
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。

夕
方
、
私
達
は
宿
泊
に
指
定
さ
れ
た
セ
ン

ト
ラ
ル

・
パ
ー
ク
近
く
の
Ｎ
Ｙ
ヒ
ル
ト
ン

・
ホ
テ
ル
ヘ
の
移
動
と
な
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
を
出
て
地
下
鉄

へ
向
か
う
が
、

道
路
も
駅
周
辺
も
、
人
々
や
警
察
で
大
混

雑
、
地
下
鉄
は
止
ま
っ
て
お
り
、
車
の
進

入
が
規
制
さ
れ
て
い
る
た
め
、
イ
エ
ロ
ー

キ
ャ
ブ
は
簡
単
に
は
捕
ま
ら
ず
、
や
っ
と

の
思
い
で
ホ
テ
ル
に
着
い
た
。
フ
ロ
ン
ト

で
事
情
を
説
明
し
、
部
屋
へ
通
さ
れ
た
。

部
室
に
入
り
、
何
は
と
も
あ
れ
、
シ
ャ
ワ

ー
を
浴
び
よ
う
と

・
・
卜

・
と
こ
ろ
が
ワ

イ
シ
ャ
ツ
が
真
っ
黒
―
な
ん
と
衣
服
そ
の

も
の
が
、
全
て
が

「ス
ス
」
で
真
っ
黒
な

の
で
あ
る
。
洗
面
所
に
も
浴
槽
に
も
ス
ス

が
真
っ
黒
に
こ
び
り
付
き
、
落
と
す
の
が

大
変
だ

っ
た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
す
。

翌
日
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
近
く
に
あ
る
マ
リ
オ
ッ

ト
ホ
テ
ル
で
説
明
会
が
有
る
と
の
こ
と
で
、

ナ
ン
ト
無
謀
に
も
、
セ
ン
ト
ラ
ル

・
パ
ー

ク
か
ら
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
ま
で
を
歩
く
こ
と

に
し
た
の
で
あ
る
。
好
奇
心
も
手
伝
い
、

し
か
も
た
っ
た

一
人
で
！

兎
に
も
角
に
も
、
南
端

へ
Ｗ
Ｔ
Ｃ
を
目

指
し
、
歩
き
始
め
た
。
中
華
街
、
黒
人
街

を
通
り
抜
け
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
、
地
図

を
片
手
に
歩
き
続
け
た
の
で
あ
る
。

し
ば
ら
く
歩
い
た
あ
と
、

‐１０
階
建
て
の

Ｗ
Ｔ
Ｃ
が
視
界
に
入
っ
た
時
の
安
堵
感
は
、

今
で
も
忘
れ
な
い
。
後
日
談
で
あ
る
が
、

そ
の
ル
ー
ト
を
通
り
抜
け
た
事
に
、
　
昼
ヽ

謀
な
こ
と
を
す
る
」
と
、
驚
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。

「良
く
無
事
で
！
」
と
。

指
定
さ
れ
た
ホ
テ
ル
に
着
く
と
、
既
に

大
勢
の
人
々
が
集
合
し
て
お
り
、
ホ
テ
ル

側
の
説
明
を
待

っ
て
い
た
。
そ
の
後
、

Ｗ
Ｔ
Ｃ
両
ビ
ル
に
挟
ま
れ
た
宿
泊
先
Ｎ
Ｙ

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
　
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
へ
、
滞
在
時

間
制
限
の
も
と
、
荷
物
を
取
り
に
入
室
、

や
っ
と

一
息
付
き
、
帰
国
の
途
に
着
く
こ

と
が
出
来
た
「

後
日
談
＾
）
る
が
帰
国
後
、
同
ホ
テ
ル

の
支
配
人
か
ら
丁
寧
な
挨
拶
状
が
届
い
た

こ
と
も
記
し
て
お
き
た
い
。

今
回
の
Ｎ
Ｙ
出
張
の
目
的
は
別
の
形
で

果
た
し
た
の
で
あ
る
が
、
帰
国
後
、
お
客

様

へ
の
挨
拶
も
含
め
、
事
後
処
理
に
忙
殺

さ
れ
た
。
、

振
り
返
っ
て
思
う
に
、
現
在
の
私
達
は
、

否
応
な
し
に
国
際
情
勢
の
変
化
に
さ
ら
さ

れ
て
お
り
、
決
し
て
他
岸
の
出
来
事
で
は

な
い
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
る
。
現
在
の

Ｗ
Ｔ
Ｃ
の
跡
地
、
グ
ラ
ン
ド
ゼ
ロ

（爆
心

地
）
で
は
、
２
０
１
３
年
完
成
を
目
指
し
、

復
興
の
槌
音
高
く
再
開
発
が
進
ん
で
い
る
、

あ
の
忌
ま
わ
し
い
事
件
を
打
ち
消
す
か
の

よ
う
に
。
そ
し
て
今
も
世
界
中
で
テ
ロ
と

の
戦
い
は
続
い
て
い
る
が
、
三
度
と
こ
の

よ
う
な
悲
劇
が
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ

う
に
と
祈
り
、
筆
を
置
く
こ
と
に
す
る
。

日
ｐ

↓
ｏ
Ｆ
く
ｏ

太
陽
と
人
工
衛
星

一

菫
品
２８
里
竿

杉
本
　
俊
夫

平
成
１５
年
の
１０
月
の
こ
と
で
あ
る
。
過

去
昴
年

で
最
大
レ
ベ
ル

の
太
陽

フ
レ
ア

（人
爆
発
）
に
遭
遇
し
た

（添
付
画
像
を

参
照
）
　

私
は
、
そ
の
時
人
三
衛
星
の
軌

道
管
理
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
。

そ
の
日
は
、
い
つ
も
ど
お
り
太
陽
活
動

の
状
況
を
、
海
外
、　
ま
び
国
内
の
イ
ン
タ

―
ネ
ッ
ト
情
報
で
分
析
し
て
い
た
。

「Ⅱ

型
バ
ー
ス
ト
発
生
」
、
続
い
て

「Ⅳ
型
バ

ー
ス
ト
発
生
」
。
地
球
に
地
磁
気
嵐
を
引

き
起
こ
す
現
象
が
報
告
さ
れ
た
。

地
磁
気
嵐
は
、
地
球
周
回
軌
道
の
衛
星

高
度
を
低
下
さ
せ
、
ま
た
衛
星
と
地
上
局

間
の
通
信
障
害
を
発
生
さ
せ
る
た
め
、
警

戒
し
て
い
た
現
象
で
あ
る
。
Ｘ
線
等
の
電

波
は
光
の
速
さ
で
伝
達
す
る
た
め
、
発
生

か
ら
約
８
分
で
地
球
に
到
達
す
る
。
実
際

に
地
磁
気
嵐
を
引
き
起
こ
す
の
は
、
太
陽

の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
粒
子
線
、
太
陽
風
じ
ょ

う
乱
で
あ
り
、
さ
ら
に
１
日
か
ら
２
日
を

要
す
る
。

Ｘ
線
フ
ラ
ッ
ク
ス
の
強
度
は
、
Ｘ
ｌ７

・

５
と
報
告
さ
れ
た
。
普
段
で
は
Ｘ
ｌ
、
Ｘ

２
で
も
大
き
な
警
報
と
な
る
の
に
、
と
て

つ
も
な
い
大
き
さ
で
あ
る
。
太
陽
の
放
射

線
は
、
衛
星
の
電
子
機
器
を
貫
通
し
、
し

ば
し
ば
故
障
の
原
因
と
な
る
。

七
転
八
倒
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
し
た
が
、

無
事
に
難
局
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
他
の
人
工
衛
星
に
お
い
て
は
太
陽
電

池
パ
ド
ル
が
異
常
と
な
り
、
電
力
を
失
っ

「太陽フレア画像」―出展― SOHO[internet];
http://sohowww nascom nasa gov/[accessed 2011 08 01]
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た
た
め
に
、
機
能
停
止
し
て
し
ま
っ
た
ほ

ど
の
大
爆
発
で
あ
っ
た
。

「太
陽
っ
て
、

ほ
ん
と
う
に
恐
ろ
し
い
存
在
！
」
と
実
感

し
た
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。

佐
原
が
生
ん
だ
偉
人
・

伊

能

忠

敬

前
伊
能
忠
敬
記
念
館
長

南
一月
１５
里

午

豊

田
　

益

男

佐
原
が
生
ん
だ
偉
人

。
伊
能
忠
敬
は
、

５。
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、
日
本
全
国
を
測
量

し
て
歩
き
、
日
本
最
初
の
実
測
日
本
地
図

を
つ
く
り
あ
げ
た
人
物
で
す
。
記
念
館
で

は
、
利
根
川
水
運
で
栄
え
た
商
都

・
佐
原

の
発
展
の
歴
史
、
伊
能
家
と
忠
敬
の
人
生

を
年
代
順
に
追
い
、
そ
の
業
績
の
結
晶
で

あ
る
伊
能
図
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

実
際
に
使
わ
れ
た
測
量
器
具
や
測
量
に
関

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
併
せ
て
展
示
し
て
い

ま
す
。

忠
敬
は
、
１
７
４
５
（延
亭
２
）
年
に
上

総
の
小
関
村
（現
・山
武
郡
九
十
九
里
町
小

関
）
で
誕
生
、
１
７
６
２
（宝
暦
１２
）
年
に

忠
敬
１７
歳
で
伊
能
家

へ
婿
入
り
、
１
７
８
１

（天
明
元
）
年
に
３６
歳
で
名
主
拝
命
と
活
躍

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
佐
原
は
利
根
川

水
運
の
拠
点
と
し
て
に
ぎ
わ
い
、
高
瀬
舟

は
川
船
と
し
て
は
日
本
最
大
級
で
、
大
型

の
者
に
な
る
と
長
さ
２９
メ
ー
ト
ル
、
幅
４

メ
ー
ト
ル

に
ど

で
、
最
大
積
載
量
は

１
２
０
０
俵
ほ
ど
（約
７２
ト
ン
、
約

５００
石
）

で
、

２。
～
３０
艘
が
佐
原
か
ら
江
戸

へ
の
物

資
流
通
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
忠

敬
は
伊
能
家
の
当
主
と
し
て
、
腕
を
振
る

い
財
産
を
３
倍
く
ら
い
に
ふ
く
ら
ま
せ
、

１
７
９
３
（寛
政
５
）
年
に
忠
敬
４８
歳
の
と

き
関
西
旅
行

へ
、
１
７
９
４
（寛
政
６
）
年

に
忠
敬
４９
歳
で
隠
居
、
家
訓
書
を
つ
く
り

ま
し
た
。
１
７
９
５
（寛
政
７
）
年
の
忠
敬

５。
歳
の
と
き
、

１９
歳
年
下
の
高
橋
至
時

（よ
し
と
き
）
の
弟
子
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
忠
敬
は
子
午
線

一
度
孤
長
＝

２８

・
２
里
を
求
め
る
夢
に
向
か
っ
て
努
力

し
て
い
き
ま
す
（日
食
予
測
の
た
め
地
球

の
子
午
線
１
度
〈緯
度
１
度
〉
の
長
さ
を
測

定
し
、
地
球
の
大
き
さ
を
確
定
す
る
こ
と

が
至
時
の
願
望
で
し
た
）
。

西
日
本
測
量
を
１
８
１
６
（文
化
１３
）
年

に
終
え
、
忠
敬
７．
歳
で
全
国
測
量
が
終
了

し
ま
す
。
１
８
１
８
（文
政
元
）
年
に
忠
敬

７３
歳
で
死
去
し
た
後
、
１
８
２
１
（文
政

４
）
年
に
伊
能
図
が
完
成
し
ま
す
。

忠
敬
の
測
量
で
す
が
、
地
上
測
量
を
丹

念
に
行
っ
て
測
量
の
誤
差
を
小
さ
く
し
、

天
体
観
測
を
地
図
づ
く
り
に
応
用
し
ま
し

た
。
日
中
は
地
上
の
方
位
と
距
離
を
測
量

し
ま
し
た
。
測
量
器
具
は
、
弯
集
羅
鍼

（わ
ん
か
ら
し
ん
）
と
い
っ
て
、
杖
の
先
に

つ
け
た
方
位
磁
石
や
半
円
方
位
盤
（遠
く

の
山
や
島
ま
で
の
方
位
を
図
る
器
具
）
、

ま
た
象
限
儀
（し
ょ
う
げ
ん
ぎ
×
小
）
と
い

っ
て
地
図
作
成
に
必
要
な
距
離
を
求
め
る

た
め
に
坂
の
勾
配
の
角
度
を
測
る
器
具
で

す
。
量
程
車
（り
ょ
う
て
い
し
ゃ
）
と
い
っ

て
、
車
輪
の
回
転
で
距
離
を
あ
ら
わ
す
器

具
で
、
測
量
の
前
半
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

紙
を
貫
通
し
て
お
り
、
一暴
打
ち
後
、
紙
の

伸
縮
が
安
定
し
た
後
に
製
図
し
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
余
白
に
紙
の
寸

法
が
銘
記
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
忠
敬
が
完
成
し
た
伊
能

●
●
図
、
下
図
（原
図
）
な
ど
の

■
●
地
図
類
を
は
じ
め
、
測
量

■
●
器
具
や
記
録
類
、
忠
敬
の

■
孫
忠
誨
（た
だ
か
い
）
の
業

■
■
績
に
関
す
る
資
料
も
展
示

●
●
し
て
い
ま
す
。
伊
能
忠
敬

の
業
績
と
人
間
に
つ
い
て

夜
は
、
天
体
観
測
を
行
い
、
日
中
は
日

食
も
観
測
し
ま
し
た
。
同
じ
く
測
量
器
具

は
、
測
蝕
定
分
儀

（そ
く
し
ょ
く
て
い
ぶ

ん
ぎ
）
望
遠
鏡
の
筒
に
挿
入
し
て
、
日
食

・
月
食
の
進
行
状
況
を
測
定
し
た
器
具
で
、

象
限
儀
の
（中
）
は
、
北
極
星
等
の
高
度
を

測
っ
た
器
具
で
す
。
他
に
、
垂
揺
球
儀
（日

食

。
月
食
の
進
行
状
況
の
時
刻
を
測
っ
た

振
り
子
時
計
）
と
、
観
星
鏡
（木
星
の
衛
星

な
ど
を
観
測
し
た
天
体
望
遠
鏡
）
が
あ
り

ま
す
。

伊
能
図
は
彩
色
し
た
完
成
図
で
あ
り
、

原
則
と
し
て
忠
敬
が
測
量
す
る
た
び
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

縮
尺
に
よ
り
、
小
図
（４
３
２
０
０
０
分

の
１
）、
中
図
（２
１
６
０
０
０
分
の
１
）
、
大

図
（３
６
０
０
０
分
の
１
）
の
三
種
類
が
あ

り
、
記
念
館
に
は
第
１
次
か
ら
第
４
次
測

量
成
果
を
ま
と
め
た
東
日
本
沿
海
図
の
大

図
が
６９
枚
す
べ
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
の

一
部
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

幕
府
に
提
出
し
た
と
き
の
大
図
の
控
え

で
あ
り
ま
す
。
測
線
は
針
突
法
に
よ
．り
朱

で
引
か
れ
、
そ
の
周
囲
の
地
形
表
現
は
細

密
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
地
名
の
ほ
か
、

領
地
の
区
別
や
領
主
名
ま
で
記
入
し
て
あ

り
ま
す
。

色
彩
は
淡
彩
で
す
。
針
穴
は
裏
打
ち
の

攀蝙一一　瓢鵡噸隊彙祉鍋」、

の
保
存
に
、
伊
能
家

―
一
を
は
じ
め

が

　
先
人
の
ご

一
．
〓
努
力
が
あ

”証
一
一
　

・　

・

っ
た
こ
と
、

各
地
の
多
く
の
人
々
の
協
力
に
よ
り
完
成

し
た
こ
と
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
２
年
間
の
伊
能
忠
敬
記
念
館

勤
務
の
中
で
、
昨
年
の
２
０
１
０
年
６
月
２９

日
に
、
「伊
能
忠
敬
関
係
資
料
」
２
３
４
５

点
の
国
宝
指
定
や
、
「ゆ
め
半
島
千
葉
国

体
」
時
に
、
高
円
宮
妃
殿
下
の
行
幸
啓
ご

訪
間
が
あ
り
、
街
全
体
が
活
性
化
し
、
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
３
月
１１
日
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、
国
の
史
跡
伊
能
忠
敬
旧
宅
は
じ

め
、
町
並
み
も
大
き
な
被
害
と
な
り
、
大

変
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

一
歩

一
歩
復
旧

・
復
興
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
是
非
、
多
く
の
皆
様
に
ご
来
館
頂
き

た
く
、
伊
能
忠
敬
の
業
績
の

一
部
を
紹
介

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

Jヽ=====
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伸
ば
し
て
、
細
か
く
す
る
と
、
あ
の
金
太
郎
の
顔
が
出
て

く
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
焼
き
物
で
や
る
と

「練
り
込
み
」

に
な
る
の
で
す
。
簡
単
な
も
の
で
す
か
ら
、
お
覚
え
い
た

だ
け
れ
ば
、
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
焼
き
物
に
入

っ
た
き

っ
か
け
は
、
な
ん
で
も
な
い

の
で
す
。

「
こ
の
指
止
ま
れ
」

っ
て
自
分
に
言

っ
た
ん
で

す
。

「焼
き
物
や
る
ヤ
ツ
は
、

こ
の
指
止
ま
れ
」
と
自
分

で
指
を
出
し
て
、
自
分
で
捕
ま

っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
決

め
た
ん
で
す
。

大
学
で
都
市
計
画
を
や

っ
て
ま
し
た
。
非
常
に
堅
い
分

野
で
す
か
ら
、
卒
業
す
れ
ば
都
市
計
画
課
で
あ
る
と
か
、

お
役
所
ま
た
は
造
園
業
を
や
る
と
か
と
な
る
わ
け
で
す
が
、

学
生
の
時
か
ら
、
自
分
の
意
思
で
、
自
分
の
力
で
や
る
仕

事
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
責
任
で
や

っ

て

一
生
過
ご
せ
る
方
法
が
な
い
だ
ろ
う
か
と
悩
ん
で
い
た
。

そ
の
悩
み
は
、
２
年
間
続
き
ま
し
た
。
２
年
間
大
学
に
余

計
に
行
き
ま
し
た
。
挙
げ
句
の
果
て
に
ぶ

つ
か

っ
た
の
が
、

焼
き
物
な
ん
で
す
。
そ
の
時
に
、
焼
き
物
で
は
な
く
て
、

凄
い
大
工
さ
ん
に
ぶ

つ
か

っ
て
い
れ
ば
、
迷
い
な
く
宮
大

工
に
な

っ
た
で
し
ょ
う
し
、
あ
る
い
は
豆
腐
屋
さ
ん
を
や

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
豆
腐
に
凝

っ
て

「練
り
込
み
豆

腐
」
な
ん
か
を
や

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

（笑
い
）
。

こ
れ

も
よ
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

焼
き
物
も
み
ん
な
が
買

っ
て
く
だ
さ
れ
ば
暮
ら
せ
る
し
、

命
も
長
ら
え
る
。
買

っ
て
く
れ
な
か

っ
た
ら
駄
目
な
ん
で

す
ね
。

こ
れ
が
厳
し
い
と
こ
ろ
で
し
て
。
そ
れ
に
は
、
ど

う
し
て
も
良
い
も
の
、
独
自
性
の
あ
る
も
の
を
造
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と
同
じ
こ
と
を
や

っ

て
い
た
ら
食
え
な
い
。

展
覧
会
な
ん
か
で
見
て
い
た
だ
い
て

「
こ
れ
買

っ
て
や

る
よ
」

っ
て
言
わ
れ
た
ら
、
生
計
が
立

つ
ん
で
す
よ
。

こ

れ
が
気
持
ち
よ
く
て
ね
。
そ
こ
で
こ
れ
に
決
め
た
。

と
こ
ろ
が
、
母
方
の
祖
母
が
、
え
ら
く
怒
り
ま
し
て
ね
。

父
親
が
死
ん
で
、
い
な
か

っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
　
√
‐で
、

大
学
を
卒
業
し
て
月
給
取

っ
て
母
親
を
助
け
な
い
ん
だ
。

こ
の
憎
た
ら
し
い
孫
が
。

」
と
言
う
ん
で
す
よ
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
し
て
み
れ
ば
＼
自
分
の
娘
が
可
愛
い
で
す
か
ら
、

「
こ
の
極
道
者
」
と
な
る
わ
け
で
す
。
家
族
会
議
み
た
い

な
も
の
を
開
か
れ
て
、
し
ょ
ば
ん
と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
焼
き
物
の
世
界
に
と

っ
か
か
り
が

で
き
、
宮
之
原
謙
と
い
う
先
生
を
非
常
に
尊
敬
し
ま
し
て
、

先
生
の
仕
事
の
下

っ
ぱ
た
ら
き
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
、
水
汲
み
と
薪
割
り
で
し
た
ね
。
そ
れ
か
ら
外

に
出
ま
し
て
、
少
し
ず

つ
実
力
を
つ
け
て
き
た
ん
で
す
。

南
高
と
の
つ
な
が
り
は
、

三
中
時
代
に
疎
開
を
し
た
こ

と
で
す
。
終
戦
後
は
東
京
に
帰

っ
て
来
た
の
で
す
が
、
疎

開

っ
て
ど
こ
と
な
く
肩
身
が
狭
い
も
の
で
し
て
ね
。

千
歳
貞
治
郎
に
あ
る
日
突
然
、
「
い
ま
テ
レ
ビ
に
出
て
い

る
の
は
お
ま
え
か
。
会
い
た
い
な
。

」
っ
て
言
わ
れ
て
、
「
ん

だ
。

」
と
自
然
に
ズ
ー
ズ
ー
弁
で
答
え
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

テ
レ
ビ
の
コ
ー
ヒ
ー
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
出
て
い
ま
し
た
。

南
高
に
い
た
と
き
の
記
憶
は
、
農
村
動
員
に
行

っ
て
い

る
か
、
開
墾

へ
行

っ
て
い
る
か
で
し
た
。
蔵
王
の
硫
黄
鉱

山
で
開
墾
し
て
い
た
と
き
終
戦
の
詔
勅
を
聞
い
た
わ
け
で

す
。
そ
の
時

一
緒
に
い
た
二
人
が
、

こ
こ
に
い
ま
す
け
ど

ね

（笑
い
）
。
そ
の
後
は
、
南
高
と
は
し
ば
ら
く
縁
は
な
か

っ
た
ん
で
す
。

千
歳
が
電
話
を
よ
こ
し
た
と
き
、
「あ
あ
、
ん
だ
。

」
と
言

っ
て
、
ま
た
南
高
と
の
ご
縁
が
で
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま

で
は
、
疎
開
し
て
三
中
に
は
入

っ
た
け
ど
、
山
形
は
故
郷

で
あ

っ
て
、
法
事
が
あ

っ
た
ら
行
く
、
結
婚
式
が
あ

っ
た

ら
行
く
所
、

つ
ま
り
田
舎
だ

っ
た
ん
で
す
。
や

っ
ぱ
り
中

学
生
の
仲
間
が
で
き
て
、
ぐ

っ
と
緊
密
に
な
る
わ
け
で
す
。

そ
の
と
き
か
ら
、
改
め
て
山
形
と
の
近
づ
き
が
緊
密
に

な
り
ま
し
た
。
最
後
は
芸
工
大

（東
北
芸
術
工
科
大
学
）

の
学
長
も
頼
ま
れ
て
、　
一
生
懸
命
や
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
私
は
南
高
を
卒
業
し
て
い
ま
せ
ん

け
ど
、
南
高

っ
て
い
う
の
は
、
大
変
嬉
し
い
母
校
な
ん
で
す
。

ア
メ
リ
カ

ヘ

私
が
最
初
に
出
か
け
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
す
。
ア
メ

リ
カ
っ
て
と
こ
ろ
は
、
決
し
て
焼
き
物
が
進
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
焼
き
物
は
、

当
時
は
中
国
が

一
番
進
ん
で
い
た
。
あ
と
は
イ
ス
ラ
ム
の

国
で
す
ね
。

日
本
は
、
大
体
は
中
国
の
伝
統
か
ら
、
技
術
を
学
ん
で
い

た
ん
で
す
。
た
だ
当
時
、
世
の
中
終
戦
で
何
も
な
か
っ
た

時
代
で
す
か
ら
、
自
分
と
し
て
は
、
仲
間
た
ち
に
多
少
ま
し

な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
そ
れ

を
提
供
で
き
な
い
か
、
そ
れ
に
は
少
し
武
者
修
行
を
し
な

き
ゃ
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
、
ア
メ
リ
カ
に
行

っ
た
の
で
す
。

た
だ
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
も
、
楽
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で

す
。

３６０
円
の
時
代
で
す
か
ら
ね
。
就
職
先
を
見
つ
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
全
国
の
大
学
の
陶
芸
科
が
あ
る
と
こ
ろ

を
全
部
コ
ピ
ー
し
て
き
ま
し
た
。
手
書
き
で
し
た
。
コ
ピ

ー
機
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

百
通
手
紙
を
書
い
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
い
く
つ
か
の
学

校
か
ら
「興
味
が
あ
る
と
」
い
う
返
事
を
も
ら
っ
た
の
で
す
。

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
週
３
回
の
契
約
で
参
り
ま
し
た
。

「
３
回
で
は
飯
は
食
え
な
い
だ
ろ
う
。
だ
け
ど
、
あ
な
た

の
力
で
あ
れ
ば
、
大
学
の
工
房
で
作
品
を
作
り
、
そ
れ
を

売

っ
て
暮
ら
せ
る
ん
で
は
な
い
か
。

」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
確
か
に
そ
の
通
り
で
し
た
。

一
人

の
女

子
学
生

ひ
と
つ
、
今
も
っ
て
感
銘
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
る
ん
で
す
。

焼
き
物

っ
て
い
う
の
は
、
農
家
の
ご
出
身
の
方
が
い
た

ら
非
常
に
失
礼
で
す
け
ど
、
百
姓
科
学
っ
て
い
う
ん
で
す
。

片

っ
端
か
ら
克
明
に
、
１
％
ず
つ
配
合
を
変
え
て
、
自
分

の
色
と
か
土
を
見
つ
け
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
中
で
見
つ

か
っ
た
の
が
良
い
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
ん
で
す
が
、
学
生

に
は
初
歩
で
、
焼
き
物

っ
て
の
は
こ
う
い
う
も
の
で
、
こ

う
い
う
成
分
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
粘
土
が
あ
っ
て
、
こ

う
い
う
性
質
で
、
だ
か
ら

「最
初
易
し
い
と
こ
ろ
か
ら
作
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れ
よ
。

」
と
言
う
ん
で
す
。

一
人
の
彫
刻
の
女
子
学
生
が
い
ま
し
た
。
彼
女
は

「私

は
、
人
間
が
あ
ぐ
ら
を
か
い
た
、
等
身
大
の
焼
き
物
を
焼

き
た
い
。

」
と
言
い
ま
し
た
。
私
は
、

「そ
ん
な
馬
鹿
な
。

焼
き
物
で
は
初
心
者
な
ん
だ
か
ら
、
も
う
ち
ょ
っ
と
基
礎

を
や
れ
。

」
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、
自
分
で
こ

つ
こ
つ
造
り
始
め
る
ん
で
す
よ
。
彫
刻
家
で
す
か
ら
、
粘

土
で
像
は
で
き
る
ん
で
す
。
人
間
が
座

っ
て
い
る
座
像
を

造

っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
１
週
間
、
２
週
間
た
つ
う
ち
に
、

ど
ん
ど
ん
切
れ
て
い
く
ん
で
す
。

粘
土
は
乾
燥
す
る
と
収
縮
が
違
い
ま
す
か
ら
、
割
れ
て

く
る
ん
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
知
ら
な
い
か
ら
、
勝
手
に
造

っ
て
、
割
れ
て
も
何
で
も
、
継
い
だ
り
し
て
、
ま
た
造
る

と
強
引
に
焼
く
ん
で
す
よ
。
水
分
を
十
分
乾
か
し
て
い
な

い
状
態
で
焼
く
と
、
爆
発
し
ま
す
の
で
、
こ
っ
ち
は
、
八

ラ
八
ラ
し
て
ね
、

「窯
を
壊
す
な
よ
。

」

っ
て
言
う
の
で

す
が
、
平
気
で
や
る
ん
で
す
。

案
の
定
、

「バ
ー
ン
」
と
爆
発
し
て
し
ま
い
、
窯
の
蓋

を
飛
ば
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
回
も
、

「焼
き
物
の
基

礎
を
や
れ
。

」
と
言
っ
た
の
で
す
が
、
彼
女
の
言
っ
た
言

葉
は
、
〓
一奮

耳
・
で
し
た
。

「私
こ
れ
が
好
き
だ
。

」

っ

て
言
わ
れ
た
ら
、
男
女
の
仲
と

一
緒
で
す
か
ら
ね
。
（笑
い
）

誰
も
文
句
を
言
え
ま
せ
ん
。

「し
ょ
う
が
な
い
。
や
っ
て

み
ろ
。
そ
の
代
わ
り
、
も
う
ち
ょ
っ
と
、
乾
燥
さ
せ
ろ
よ
。

」

と
う
と
う
１
年
半
か
ら
２
年
ぐ
ら
い
た
ち
ま
し
た
か
ね
。

何
個
目
か
を
造

っ
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
が
割
れ
な
い
の
で

す
よ
。
焼
く
前
に
多
少
ヒ
ビ
が
入
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
。

そ
れ
が
ま
た
実
に
良
い
ん
で
す
よ
。
味
わ
い
深
い
と
い
う

か
。
少
し
形
が
曲
が

っ
て
い
ま
す
が
、
Ｉ
↓３

耳
・
と
言

っ

て
造

っ
た
や
つ
で
す
ね
。
人
の
心
を
打
つ
迫
力
を
持
っ
て

い
る
ん
で
す
。

こ
れ
に
は
感
心
し
ま
し
た
ね
。
そ
こ
で
、
何
を
考
え
た

か
と
言
い
ま
す
と
、
ア
メ
リ
カ
っ
て
国
は
、
独
創
的
な
も

の
を
や
る
国
な
ん
だ
、
日
本
は
独
創
的
じ
ゃ
な
く
て
、
職

人
芸
的
に
伝
承
し
て
い
く
社
会
な
ん
だ
。
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
は
、
三
↓３

訂
・
で
行
か
な
い
と
難
し
い
。
こ

れ
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
で

非
常
に
印
象
に
残

っ
た
出
来
事
で
、
今
で
も
学
生
に
話
を

す
る
ん
で
す
。
よ
く
わ
か
る
で
し
ょ
う
、
日
本
人
と
違
う

っ
て
。
と
に
か
く
間
か
な
い
ん
で
す
よ
。

「余
計
な
こ
と

を
言
う
な
。

」

っ
て
顔
な
ん
で
す
。

あ
る
時
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
と
こ
ろ
で
日
本
の
陶
磁

器
展
を
や

っ
て
い
ま
し
た
。
桃
山
の
茶
湯
名
品
が
出
て
い

ま
し
た
。
私
は
そ
の
頃
、
大
学
が
許
可
し
た
の
で
、
時
間

外
に
工
房
で
物
を
造
り
、
そ
れ
を
売

っ
て
生
計
を
立
て
て

い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
生
計
を
立
て
る
焼
き
物
で
、　
一
番
良
い
物

は
ボ
ー
ル

（碗
）
で
す
。
ち
ょ
う
ど
お
茶
碗
ぐ
ら
い
の
大

き
さ
で
す
。
ど

こ
の
家
庭
で
も
、
週
末
に
は
パ
ー
テ
ィ
を

や
り
、
お
客
さ
ん
を
呼
ん
で
。
デ

ィ
ッ
プ
を
つ
け
た
ク
ラ

ッ
カ
ー
と
か
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と
い
っ
た
も
の
を
ボ
ー
ル
に

入
れ
て
出
す
ん
で
す
。
ど
の
家
庭
に
も
、
雪
め

上
下
は
間

わ
ず
、
必
ず
あ
る
も
ん
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
売

っ
て

い
る
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
行
き
ま
す
と
、
当
時
で
大
体
６
ド

ル
で
す
ね
。

１
９
６
０
年
の
話
で
す
よ
。
随
分
昔
の
話
で

す
。
◇
な
ら
何
倍
も
し
ま
す
。
６
ド
ル
で
そ
の
当
時
売

っ

て
ま
し
て
ね
。

私
は
、
そ
の
と
き
、
お
茶
の
茶
碗
を
造
ろ
う
と
思

っ
た

の
で
す
。
ま

っ
た
く
の
お
茶
の
茶
碗
で
す
。
ご
存
じ
の
よ

う
に
、
お
茶
の
茶
碗
と
い
う
の
は
、
少
し
大
振
り
で
、
い

ろ
い
ろ
な
変
化
が
あ

っ
て
、
窯
変
が
あ

っ
て
、
そ
れ
か
ら

絵
付
け
が
で
き
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
１５
ド
ル
で
売
る
こ

と
が
出
来
る
ん
で
す
。
倍
以
上
で
。

そ
う
す
る
と
、
向

こ
う
の
連
中
は

「日
本
人
だ
か
ら
、

そ
の
値
段
で
売
れ
る
ん
だ
。

」
と
い
う
ん
で
す
。

「
そ
う

じ
ゃ
な
い
。
や

っ
ぱ
り
違
う
と
こ
ろ
が
、
い
く
つ
か
あ
る

ん
だ
。
た
と
え
ば
あ
ん
た
た
ち
の
造

っ
た
ボ
ー
ル
と
、
俺

の
ボ
ー
ル
を
比
べ
て
み
ろ
よ
。
ど

こ
が
違
う
７
高
台

（こ

う
だ
い
）
が
違
う
ん
だ
よ
。
や

っ
ぱ
り
、
デ

ィ
ッ
プ
を
使

う
ボ
ー
ル
は
、
た
だ
の
ボ
ー
ル
な
ん
だ
よ
。

」

皆
さ
ん
、
お
家
に
帰

っ
て
、
床
の
間
に
、
た
だ
湯
飲
み
、

そ
ば
ち
ょ
こ
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。
や

っ
ぱ
り
こ
れ

、立

っ
て
い
ま
せ
ん
。

５００
円
で
も
。

お
土
産
展
で
買
っ
た
物
で
も
、
お
茶
の
茶
碗
で
す
と
、

置
き
ま
す
と
ち
ゃ
ん
と
立
つ
ん
で
す
。
や
っ
ぱ
り
大
き
さ

と
言
い
、
高
台
の
良
さ
と
言
い
、
長
年
の
習
慣
と
伝
統
で

出
来
た
器
の
ち
か
ら
っ
て
あ
る
ん
で
す
。
お
茶
の
茶
碗
は
、

本
来
千
利
休
が

一
番
使
い
易
い
物
を
見
つ
け
て
き
て
や
っ

た
わ
け
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
お
茶
碗
は

一
番
使
い
易
い

器
な
ん
で
す
よ
。
帝
国
茶
碗
で
冷
や
奴
を
食

っ
た
り
、
は

え
ぐ
す
り
の
夏
茶
碗
で
白
菜
の
漬
け
物
を
い
っ
ぱ
い
天
こ

盛
り
し
た
り
し
て
食
べ
る
の
が
美
味
い
ん
で
す
。
そ
こ
に

日
本
の
焼
き
物
の
伝
統
美
が
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
と
違
う

と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
何
で
違
つ
の
か
。
帰

っ
た
ら
、
床
の

間
で
実
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
時
、
日
本
の
お
茶
碗
が
１
個
３００
ド
ル
と
い
う
の
が

出
た
ん
で
す
。

６０
年
で
す
よ
。
学
生
も
先
生
も
、

「た
だ

の
ボ
ー
ル
だ
ろ
う
。
何
で
そ
れ
が

３００
ド
ル
な
ん
だ
。

」
と

言
う
ん
で
す
。
ぼ
く
は

「良
け
れ
ば

３００
万
円

（ド
ル
で
な

い
）
で
も
良
い
じ
ゃ
な
い
か
。
中
身
や
質
の
問
題
だ
。
駄

目
な
茶
碗
は

３００
万
で
は
高
い
。
だ
け
ど
あ
の
茶
碗
は
立
派

だ
か
ら
ね
。

３００
万
。
別
に
文
句
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

」

と
言
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
大
概
の
ア
メ
リ
カ
人
は

「あ

れ
は
ボ
ー
ル
だ
ろ
う
。
彫
刻
や
絵
と
違
う
だ
ろ
う
。
絵
画

や
彫
刻
と
違
う
。
ボ
ー
ル
じ
ゃ
な
い
か
。
ボ
ー
ル
に
３００
万

は
奇
想
天
外
で
、
ふ
と
ど
き
だ
。

」
と
言
う
ん
で
す
。

「我
々
日
本
人
は
、
建
築
だ
ろ
う
が
、
絵
画
だ
ろ
う
が
、

工
芸
だ
ろ
う
が
、
彫
刻
だ
ろ
う
が
、
同
じ
も
の
、
同
じ
レ

ベ
ル
と
し
て
見
る
習
慣
が
あ
る
。
だ
か
ら
お
茶
碗
が
ひ
と

っ
３００
万
だ
ろ
う
が
、

５００
万
だ
ろ
う
が
、
１
千
万
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
だ
け
の
質
が
あ
っ
て
、
人
を
打
つ
物
で
あ
れ
ば
、
ち

っ
と
も
問
題
な
い
。

」
と
私
は
言
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
そ
う
で
し
ょ
う
？
彼
ら
は

「彫
刻
は
高
い
ん

だ
。
」
と
思
っ
て
い
る
。
下
手
な
野
暮
の
彫
刻
で
も
。
ば

く
は
下
手
な
彫
刻
は
素
晴
ら
し
い
椅
子
よ
り
劣
る
と
思
っ

て
い
る
ん
で
す
。
出
来
の
悪
い
彫
刻
は
ね
。
だ
け
ど
、
ア

メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
彫
刻
、
絵
画
は
フ
ァ
イ
ン

ア
ー
ト
、
つ
ま
り
芸
術
で
、
工
芸
は
ク
ラ
フ
ト
。
ク
ラ
フ

ト
は
、
日
常
使
う
物
で
、
価
値
が
ひ
と
つ
落
ち
て
い
る
と
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考
え
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
物
に
対
す
る
差
別
な
ん
で
す
。

私
ど
も
日
本
人
は
、
そ
う
い
う
感
覚
を
持
た
な
か
っ
た
。

今
で
も
持

っ
て
い
な
い
。
た
だ
最
近
多
少
そ
れ
が
出
て
来

て
い
ま
す
。
伝
統
工
芸
と
か
な
ん
と
か
。
こ
っ
ち
の
方
が

芸
術
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
く
て
困
る
ん
で
す
が
。
や

っ
ぱ
り
日
本
人
は
、
伝
統
的
に
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
を

一

緒
に
見
て
評
価
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
こ
と

な
ん
で
す
。
日
本
人
の
感
性
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
日
本
人

の
感
性

っ
て
ど
こ
か
ら
出
て
来
た
か
。

床

　
の
　
間

私
は
、
ひ
と
つ
は
床
の
間
だ
と
思
う
ん
で
す
。
わ
れ
わ

れ
の
暮
ら
し
に
、
必
ず
日
本
画
が
あ
っ
た
。
日
本
建
築
に

は
当
然
で
す
。

今
で
も
私
の
東
京
の
家
は
、
２
階
は
全
部
畳
で
す
。
畳

の
上
に
布
団
を
敷
い
て
寝
る
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
い
た

と
き
、
イ
ヤ
っ
と
言
う
程
ベ
ッ
ド
に
寝
ま
し
た
か
ら
、
も

う
今
さ
ら
ベ
ッ
ド
は
厭
で
し
た
。
た
だ
何
年
か
前
に
、
腰

の
手
術
を
し
た
際
、
ベ
ッ
ド
じ
ゃ
な
き
ゃ
駄
目
だ
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
け
ど
。

（笑
い
）
ま
だ
、
頑
張
っ
て
畳

の
上
に
煎
餅
布
団
を
敷
い
て
寝
て
い
る
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
床
の
間
が
だ
ん
だ
ん
無
く
な
っ
て
き
て
、
大

変
残
念
な
の
で
す
。
建
築
家
の
み
ん
な
と

一
緒
に
、

「
こ

れ
か
ら
、
床
の
間
に
補
助
金
を
つ
け
る
運
動
を
や
ろ
う
。

」

っ
て
百
っ
て
い
ま
す
。
世
界
で
も
、
こ
う
い
う
床
の
間
の

よ
う
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
持

っ
て
い
る
民
族
は
、
ど
こ
に
も

い
な
い
ん
で
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
床
の
間
っ
て
い
う
の
は
、
生
ま
れ

た
と
き
の
お
祝
い
も
す
る
し
、
端
午
の
節
句
で
も
、
三
月

の
節
句
で
も
や
る
。
そ
れ
か
ら
お
正
月
の
飾
り
も
や
る
。

昔
は
そ
こ
で
お
葬
式
も
や
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
季
節
の
花

を
飾
り
、
季
節
の
軸
を
掛
け
て
、
季
節
の
香
炉
な
り
何
な

り
を
置
く
。
置
く
物
を
組
み
合
わ
せ
る
八
―
モ
ニ
ー
を
自

分
な
り
に
考
え
て
置
く
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
大
事
な
ん
で

す
。
で
す
か
ら
床
の
間
っ
て
い
う
の
は
、
単
に
伝
統
的
に

あ
る
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
素
晴
ら
し
い
芸

術
の
創
作
性
、
感
性
を
磨
く
場
所
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
ぜ

ひ
、
も

っ
と
も

っ
と
普
及
さ
せ
た
い
。
た
だ
残
念
か
　
・５
、

い
ま
無
く
な
る

一
方
な
ん
で
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ぜ

ひ
補
助
金
を
出
す
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

時
間
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
話
を
し
ま
す
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
皆
さ
ん
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
な
ど
で
見
て
、
憧
れ
の
場
所
で
す
よ
ね
。
す
べ
て
の

文
化
は
、
日
本
で
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通

っ
て
来
た
と
い

う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
焼
き
物
も
そ
う
だ

と
思
わ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
唐
時
代
に
、
ラ
ク
ダ

の
背
中

に
乗

っ
て
、
最
後
に
は
日
本
の
は
ず
れ
ま
で
来
て
、
日
本

で
止
ま

っ
た
。
そ
し
て
日
本
の
文
化
が
開
け
た
と
い
う
考

え
方
で
す
。

焼
き
物
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
ラ
ク
ダ

で
何

個
持

っ
て
こ
ら
れ
ま
す
か
ね
。
ラ
ク
ダ
が
背
中
に
い

っ
ぱ

い
し
ょ
っ
た

っ
て
、
茶
碗
を
百
個
は
持
て
な
い
で
し
ょ
う
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
だ
け
を
考
え
て
は
駄
目
な
の
で
す
。
日
本

人
は
コ
ー
ス
を
決
め
ま
す
と
、
そ
れ
１
本
に
な

っ
ち
ゃ
う
。

い
ろ
ん
な
組
織
も
そ
う
で
す
。
官
僚
組
織
で
も
、
政
治
の

組
織
で
も
、
ひ
と
つ
の
仕
組
み
が
出
来
る
と
右
倣
え
し
て
、

全
部

一
緒
に
な

っ
て
し
ま
う
。

こ
ん
な
危
な
い
こ
と
な
い
。

私
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
も
大
変
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

日
本
の
焼
き
物
は
、

１７
世
紀
に
有
田
な
ど
が
飛
躍
的
に
、

世
界
的
に
有
名
に
な

っ
た
。
そ
の
き

っ
か
け
は
、
中
国
で

明
の
末
期
に
政
変
が
起
き
、
国
が
荒
廃
し
て
、
焼
き
物
の

輸
出
を
止
め
た
の
で
す
。
そ
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
、

日
本
の
有
田
や
、
ベ
ト
ナ
ム
の
焼
き
物
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
た
く
さ
ん
出
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
技
術
が
飛
躍
的
に
向

上
し
て
、
金
儲
け
も
出
来
た
ん
で
す
。

中
国
の
焼
き
物
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
か
と

い
う
と
、
密
貿
易
が
始
ま
る
。
中
国
で
出
来
た
物
が
、
ベ

ト
ナ
ム
を
通

っ
て
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
出
て
、
そ
れ
か
ら

船
に
乗

っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
か
、
ル
ソ
ン
に
行
く
わ
け

で
す
。
当
時
ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

は
、
非
常
に
お
金
も
持

っ
て
い
た
の
で
、
物
が
流
れ
て
来

る
わ
け
で
す
。
要
す
る
に
、
お
金
が
あ
る
と
こ
ろ
に
回

っ

て
く
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
バ
ブ
ル
の
時
は
、
全
部
日
本
に

来
た
。
今
は
中
国
に
行

っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド

っ
て
確
か
に
文
化
が
伝
わ

っ
て
き
た
と

こ
ろ
だ
け
ど
、
物
の
文
化

っ
て
い
う
の
は
、
海
岸
を
通

っ

て
き
た
。
そ
こ
で
学
者
は

「海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と
い

う
説
を
立
て
る
ん
で
す
。
海
岸
を
通

っ
て
日
本
に
来
た
と
。

焼
き
物
は
、
船
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
、
船
の

一
番

底
に
重
し
と
し
て
置
か
れ
ま
し
た
。
最
近
は
近
海
の
沈
没

船
が
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
ま
す

と
、
素
晴
ら
し
い
中
国
の
染
め
付
け
も
、　
一
旦
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
行
く
ん
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
ル
ソ
ン
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
を
通

っ
て
沖
縄
に
来
て
、
日
本
に
来
た
。

こ
う

い
う
道
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
来
た
。

ば
く
も
ベ
ト
ナ
ム
の
焼
き
物
が
大
変
好
き
な
の
で
す
が
、

中
国
の
伝
統
と
か
中
国
の
ス
タ
イ
ル
を
８
割
方
真
似
し
て

い
る
ん
で
す
。
だ
け
ど
あ
と
２
割
が
ベ
ト
ナ
ム
の
も
の
な

ん
で
す
。
で
す
か
ら
中
国
と
全
く
違
う
染
め
付
け
が
で
き

る
ん
で
す
。
し
か
も
、
国
内
用
と
輸
出
用
に
、
ち
ゃ
ん
と

分
け
て
い
る
ん
で
す
。
東
南
ア
ジ
ア
で
普
及
し
て
、
日
本

に
渡

っ
て
い
る
物
は
、
ほ
と
ん
ど
輸
出
用
に
造
ら
れ
た
染

め
付
け
で
す
。

焼
き
物
は
、
イ
ス
ラ
ム
か
ら
、
海
岸
を
通
り
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
セ
レ
ベ
ス
島
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら
ル
ソ
ン
島
を

通
り
、
沖
縄
を
通

っ
て
日
本
に
ま
で
渡

っ
て
来
た
。

こ
れ
は
物
流
で
す
よ
。
物
が
辿

っ
て
来
た
道
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
同
時
に
文
化
が
伝
わ

っ
て
来
た
道
で
も
あ
る
ん

で
す
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
ど

っ
ち
が
強
い
か
。
そ
れ
が
私

の
言
い
た
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
確
か
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を
通

っ

て
き
て
い
る
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
見
て
い
る
と
惚
れ
込

み
ま
す
け
れ
ど
も
、
本
当
は
物
の
流
れ
こ
そ
が
、
文
化
の

流
れ
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
私
が
痛
切
に
感
じ
て

い
る
こ
と
な
ん
で
す
。

も

っ
と
も

っ
と
た
く
さ
ん
、
話
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
時
間
が
来
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
で
終
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（拍
手
）

〈３３
分
）
　

　

　

　

（文
責

‥
小
松
栄
三
郎
）
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會
田
雄
亮
お

い
だ
つ
つ
す
じ

氏

略
歴（ウ

ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
抜
粋
）

１

９

３

１

年
、
東
京
都

に
生
ま
れ
る
。

１
９
５
６
年

千
葉
大
学
都

市
計
画
学
科

卒
。
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
附
属
美
術
学

校
講
師
。
器
∃
８
一３

♂
一一①
あ
２
・に

チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
勤
務
。

１
９
６
８
年
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
エ
ン

ツ
ア
国
際
陶
芸

コ
ン
ペ
で
金
賞
受
賞

（キ
ャ
セ
ロ
ー
ル
作
品
）
。
１
９
７
２

～
１
９
７
６
日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
ク
ラ

フ
ト
マ
ン
協
会
理
事
長
を
、
１
９
７
６

～
１
９
７
９
社
団
法
人
日
本
ク
ラ
フ

ト
デ
ザ
イ
ン
協
会
理
事
長
、
１
９
８
６

～
１
９
９
０
通
産
省

（当
時
）
デ
ザ
イ

ン
奨
励
審
議
会
委
員
を
歴
任
。

１
９
９
１
年
社
団
法
人
日
本
建
築
美

術
工
芸
協
会
理
事
、
１
９
９
２
年
東

北
芸
術
工
科
大
学
芸
術
学
部
教
授
。

１
９
９
３
年
デ
ザ
イ
ン
功
労
賞
を
受

賞
。
１
９
９
８
～
２
０
０
２
東
北
芸

術
工
科
大
学
学
長
。
２
０
０
２
年
東

北
芸
術
工
科
大
学
名
誉
教
授
。

２
０
０
６
年
愛
知
県
立
芸
術
大
学
客

員
教
授
。
山
南
東
京
同
窓
会
顧
問
。

灯

鰈
一ｍ

南
一品
１５
里
午

鈴
木
　
隆

氏

『渡
辺
多
満
の
生
涯
』

（タ
ン
グ
ラ
ム

。
３
９
９
０
円
）

慈
善
事
業

・
社
会
事
業

・
教
育
事
業
に

生
涯
を
棒
げ
た

一
人
の
女
性
の
伝
記
。

２．

年
の
歳
月
を
か
け
て
資
料
を
精
査
し
た
労

作
。『

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
発
見
法
』

（三
省
堂

。
１
７
０
０
円
）

１０
年
間
で
、
２
５
０
０
人
を
取
材
し
、

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
人
間
を

「
二
足
の
ワ
ラ
ジ

人

（び
と
）
」
と
定
義
し
、
森
鴎
外
型
、

菊
池
寛
型
、
夏
目
漱
石
型
の
３
つ
に
分
類

し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
で
、
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
を
持
と
う
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
残

念
な
の
は
品
切
れ
。

鈴
木
氏
は
、
横
浜
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

「横
浜
学
」
を
提
唱
し
、
市
民
と
共
に
横

浜
の
魅
力
を
語
っ
て
き
た
。

ま
た
・４
年
前
、
漱
石
の

『吾
輩
は
猫
で

あ
る
』
に
、

１４
世
紀
の
英
国
の
古
典
か
ら

３
箇
所
引
用
さ
れ
た
こ
と
を
発
見
し
、

『東
京
新
聞
』
１
面
ト
ッ
プ
で
報
じ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
る
。

昨
年
の
総
会
で
、
卒
業
後
初
め
て
再
会

し
、
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
性
格
は
、
全
然
変
わ
っ

て
い
な
か
、
）
。

（小
松
栄
二
郎
　
記
）

）Ｌ

（旧
職
員
）

平
成
２３
・
６
・
‐８

平
成
２３
・
９
・
２４

（同
窓
会
員
）

［
三
中
卒
］

２
・３
皿
午
　
小
池

４
回
卒
　
　
漆
山

４
回
卒
　
　
黒
田

４
回
卒
　
　
斎
藤

４
回
卒
　
　
中
山

［
一
吾
里
午
］

２
回
卒
　
　
朝
倉

２
回
卒
　
　
枡
田

［南
高
卒
］

１
回
卒

１
回
卒

１
回
卒

１
回
卒

１
回
卒

１
回
卒

２
回
卒

２
回
卒

３
回
卒

〓
凋
中九

和
夫

二
郎

辰
芳

祐
助

卓
治

圭
児

石
沢
　
行
夫

木
野
　
千
里

鈴
木
　
輝
雄

高
橋
　
祐
吉

松
田
　
　
砦具

宮
川
　
敏
彦

加
藤
　
　
伸

山
川
　
秀
雄

工
藤
　
　
忠

中
井
川
秀
男

中
村
　
敦
子

３
回
卒

３
回
卒

６
回
卒

６
回
卒

６
回
卒

６
回
卒

６
回
卒

７
回
卒

７
回
卒

７
回
卒

７
回
卒

８
回
卒

８
回
卒

８
回
卒

８
回
卒

９
回
卒

９
回
卒

１０
回
卒

１０
回
卒

１１
回
卒

‐２
回
卒

‐２
回
卒

‐４
回
卒

‐４
回
卒

‐４
回
卒

‐５
回
卒

‐５
回
卒

‐６
回
卒

‐６
回
卒

２。
回
卒

２３
回
卒

２４
回
卒

３３
回
卒

５４
回
卒

現
役
２
年
生

藤
井
千
代
子

前
田
　
二
郎

安
孫
子
　
浩

西
塔
　
恒
義

鈴
木
　
　
修

田
中

　

一
〓
一

橋
戸
　
ア
サ

阿
部
　
　
孝

佐
藤
　
正
征

中
川
　
　
剛

三
浦
　
正
三

伊
藤
　
　
忠

遠
藤
　
串
ヨ
子

今
野
　
　
将

渡
退
　
　
政

大
坂
　
幸
雄

増
田
　
耕

一

鈴
木
　
正
敏

原
田
　
孝
史

秋
保
　
　
武

大
崎
　
勝
弘

真
壁
　
信
政

菅
井
　
悠
武

矢
萩

　

（即

東
海
林
成
多

井
上
　
主我
昭

白
田

　

【早

伊
藤
　
俊

一

猿
橋
　
則
男

升
谷
　
順

一

岩
井
　
秀
之

矢
矧
　
博
夫

安
達
　
裕
之

安
達
亮
太
郎

井
上
　
陽
太

2322232222222323232323   2222   2323222222

8 9 4 5 1010 3 1  7 9 5 1010 1  2 12 9 11

29 4 201820 9 24 6 4 2531 1 12

2323222223232223222322232322232323222222232222232323222323232222232223

5 5 10 8 4 9 2 2 9 5    4 6 11 6 4 5 10 1 11 5 8 5 4 8 2 7 3 9 9 8 9 5 10 2

鰤
巫
雉
謡
鰺
隋
靱
蝙

一３３Ｍ牛

五
十
嵐
秀
男

先
生

保
体

（Ｓ
５４
・
４
～
６‐
．
３
）

木
野
　
千
里

先
生

社
会

（Ｓ
３９
。
４
～
５５
・３
）9  5

19 12 9 2224   27 4 1726 10 16 18 5 24 17 19 121 30 2 239 26 8 5 2 22 12
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(17)平成23年 11月 5日 発行 第 8号

山形南高東京同窓会 平成 22年度 収支決算書
一般会計

<収入> 1単位 : 円
頂
（

目 H22予算額 H22決算額 比較増減 オ商 要

総 会 会 昔 905,000 692,000 -213,000

年  会   菅 780,000 664,000 116,000
受
可 付 金 70,000 70,000 0 総会来賓祝金

広 告 協 賛 130,000 120,000 -10,000

雑 J又 入 0 355 355 預金利子

前 期 繰 越 金 317.055 317.055 0

収 入 合 計 2.202,055 1,863.410 -338,645

支 1単位 : 円
目 H22予り:拿客頁 H22決 要

会 場 イ中 用 料 30.000 0 -30000

懇 親 会 経 費 850.000 742,668 -107,332
△

5手

'
昔 130,000 126.525 -3,475 役員会、学年幹事会の会場料、弁当代等

総 会案 内経 費 280,000 273,693 -6,307

議案書印刷経費 180,000 192,885 12,885

事 務 費 110,000 113,948 3,948 消耗品代、郵送運搬費、通信費等
東京同窓会会報 250,000 216.340 -33,660

ホームページ制作費 60,000 0 -60,000

活  動  費 120,000 167,580 47,580

予 備 費 192,055 20,000 -172,055

支 出 合 計 2,202,055 1,853,639 -348,416

次 年 度 繰 越 1   01  9,7711  9,771

特別積立金会計

<収入> (単位 : 円)

(単位 : 円)<支出>

次 年 度 繰 越  620,0001 461,6601 -158,340

〈
ム
　
　
　
　
Ｆ天

副

会

長

副

会

長

臓
ｍ　
　
事

Ｌ
興　
　
事

常
任
顧
問

顧
　
　
問

顧
　
　
問

顧
　
　
問

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

斎
藤
　
常
男

山
田
　
　
動
¨

小
原
征
四
朗

石
垣
　
丘
志

高
橋
　
英
也

浅
黄
　
優
喜

會
田
　
雄
亮

森
谷
　
　
一早

土
屋
　
裕
司

早
坂
　
仁
作

平
澤

　

一
宏

有
海
　
　
由
豆

佐
藤
　
守
彦

小
松
栄
三
郎

滝
口
　
成

一

鈴
木
　
一浮

一

村
岡
　
　
登

杉
本
　
俊
夫

相
馬
　
和
弘

我
孫
子
雅
敏

西
宮
　
　
忍

笠
原
　
　
健

山
田
　
健
嗣

（南
高
５
回
）

（南
高
８
回
）

（南
高
９
回
）

（南
高
９
回
）

（南
高
９
回
）

（南
高
４
回
）

含
一高
２
回
）

（南
高
１
回
）

（南
高
２
回
）

（南
高
７
回
）

（南
高
１０
回
）

（南
高
１１
回
）

（南
高
１４
回
）

（南
高
１５
回
）

（南
高
１５
回
）

（南
高
２５
回
）

（南
高
２５
回
）

（南
高
２８
回
）

（南
高
２８
回
）

（南
高
２９
回
）

（南
高
３３
回
）

（南
高
３４
回
）

（南
高
３６
回
）

項 目 H22予算額 H22決算額 上ヒ較増減 才商 要

前 期 繰 越 金 620,000 620,000 0

収 入 合 計 620,000 620,000 0

■
（

目 H22予算額 H22決算額 比較増減 ]商 要

寄 付 用 テ ン ト 0 158,340 158,340

支 出 合 計 0 158,340 158,340
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お
世
話
に
な
り
ま
す
！

東

京

事

務

所

の
南

高

卒

業

生

石
山
　
清
和

　

（南
高
３２
回
卒
）

佐
竹
　
良

一
　

（南
高
３２
回
卒
）

武
田
　
広
幸

　

（南
高
３４
回
卒
）

飯
野
　
典
朗

　

（南
高
３９
回
卒
）

鈴
木
　
孝
幸

　

（南
高
３９
回
卒
）

漆
山
　
敬
人

　

（南
高
４４
回
卒
）

黒
田
　
敏
弘

　

（南
高
４４
回
卒
）

運
動
部

（県
総
体
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ボ
ク
シ
ン
グ

レ
ス
リ
ン
グ

（個
人
）

陸
上
（５
千
メ
ー
ト
ル
競
歩
）

水
泳
（団
体
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（団
体
）

レ
ス
リ
ン
グ

（団
体
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（ダ
ブ
ル
ス
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ラ
グ
ビ
ー

硬
式
一　
一
ス
（団
体
）

今
回
は
、　
一
般
の
投
稿
原
稿
が
や
や

少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
次
号
で
は

多
く
の
方
々
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
く
ベ

く
、
会
報
上
で
原
稿
を
募
集
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
奮
っ
て
寄
稿
し
て

く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
で
の
寄
稿
も
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

賣
今
号
で
は
、
昨
年
の
総
会
で
講
演
し

て
く
だ
さ
っ
た
會
田
雄
亮
氏
の
ご
講
演

内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
伊

能
忠
敬
記
念
館
長
の
豊
田
益
男
氏
（１５

回
卒
）
に
特
別
寄
稿
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

☆
伊
能
忠
敬
は
、
地
球
の
地
図
を
作
り

ま
し
た
。
杉
本
俊
夫
氏
（２８
回
卒
）
は
、

太
陽
の
活
動
に
つ
い
て
書
か
れ
ま
し
た
。

偶
然
地
球
と
太
陽
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
こ
と
に
、
少
し
驚
き
ま
し
た
。

☆
著
書
を
著
し
て
お
ら
れ
る
同
窓
会
員

も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
「著
者
紹
介
」

で
鈴
木
　
隆
氏
（１５
回
卒
）
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
。

賣
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。
滝
口
成

一
氏
（１５
回
卒
）

か
ら
村
岡
　
登
氏
（２５
回
卒
）
に
担
当
が

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。
滝
口
氏

は
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、
内
容

の
充
実
化
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

:

詈僧夕了
前
傷梅曇唇」]: :

メールでの寄稿歓迎。   :

私 立 大 学

【243名 】

国公立大学

【195名】

286212 1
名 名 名 名

東
京
大
学

東
北
大
学

山
形
大
学

新
潟
大
学

早
稲
田
大
学

明
治
大
学

中
央
大
学

東
北
学
院
大
学

青
山
学
院
大
学

駒
澤
大
学

芝
浦
工
大

東
京
理
科
大
学

日
本
大
学

法
政
大
学

専
修
大
学

２
名

・６
名

２．
名

２．
名

９

名
１１
名

・２
名

８
名

・７
名

・７
名

・５
名優

勝
優
勝

優
勝

優
勝

２
位

２
位

２
位

２
位

３
位

３
位

３
位

蒻
．は
一

贅
学
年
幹
事
で
あ
ら
れ
た
藤
井
千
代
子

氏
（３
回
卒
）
が
急
逝
さ
れ
た
こ
と
は
、

ま
だ
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
心
か
ら
哀
悼

の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ヽ
―
懇
編
集
委
員
率
―
―
―
―
ノ

小
松
栄
二
郎

滝
口
　
成

一

村
岡
　
　
登

杉
本

・俊
夫

相
馬
　
和
弘

（南
高
１５
回
）

（南
高
１５
回
）

（南
高
２５
回
）

（南
高
２８
回
）

（南
高
２８
回
）
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颯
隧
颯
祗
颯
隆
鰈
洟
隧
颯
祗
颯
祗
鰈
祗
隕
祗
仁
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